
●

（名称：　　　　　．記号：　　　　　　）

（名称：　　　　　．記号：　　　　　　）

（名称：　　　　　．記号：　　　　　　）

（名称：　　　　　．記号：　　　　　　）

（名称：　　　　　．記号：　　　　　　）

絶　縁　継　手 図示の位置に取り付ける。○

試　　　　　験

（名称：　　　　　．記号：　　　　　　）

（２）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とする。

・重要機器は次による。

（名称：　　　　　．記号：　　　　　　）

（名称：　　　　　．記号：　　　　　　）

（名称：　　　　　．記号：　　　　　　）

（名称：　　　　　．記号：　　　　　　）

）
（２）溶接部の非破壊検査 要（○不要○ ）

呼び径６０Ｓｕ以下（○

（１）ステンレス鋼管の接合は、下記による。管配○

不要○要（排水管を除く）○（２）埋設表示テープ

不要○要（図示による）○（１）地中埋設標等標設埋中地○

不要○

）要（方法及び圧力：○既設配管を含む部分の試験○

（１）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１００

次の露出配管は、塗装又は記載の仕上げとする。

○屋外：○ドレン管　　　（○指定色塗装　○　　　　　　）

　 金 属 管 の 塗 装

○屋内：○　　　　　　（○指定色塗装　○　　　　　　）

　既存躯体への穿孔 穿孔機械を使用し既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる

付属装置等を用いて施工する。

○

１． 工事場所

２． 建物概要

３． 工事種目（●印の付いたものを適用する）

○ 消 火 設 備

給 湯 設 備

工　事　種　目

建物別及び屋外 工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

○

衛 生 器 具 設 備

換 気 設 備

庁舎 屋外

自 動 制 御 設 備

○

○

備　　　考建物名称 構 造 階 数

空 気 調 和 設 備

厨 房 設 備○

給 水 設 備

排 水 設 備

○

排 煙 設 備

足 場 そ の 他 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

本工事で設置する。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同

おける２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。

内部足場（ ○ 外部足場（ ○ 種 ○ 種）

ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」に

○ 施 工 調 査 事前調査 ○ 本工事 ○ 別途

調査内容

調査項目 ○ 既存資料調査

調査範囲 ○ 図示 ○

○

● （１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通

　　　常有すべき品質及び性能を有するものとする。

（２）別表－１に機材等名が記載された製造業者等は次の①から⑥すべて事項を満

　　　　たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等

　　　　が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、

　　　製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略する

　　　ことができる。

４． 指定部分 ○ 無
○ 有 範囲：

５． 設備概要（●印の付いたものを適用する）

○
○
○ 電気式 ○ 電子式 ○ デジタル式

○ 高置タンク方式 ○

建物内の汚水と雑排水（ ○ 合流式 分流式）
ポンプ排水 ○ 有り（ ○ 汚物 ○ 雑排水 ○ 湧水） 無

給 水 方 式

自動制御方式

設　　　　　備　　　　　概　　　　　要

空 調 方 式
主要熱源機器

排水方式

方式及び種別

建物外放流先
（１）汚　水 ○ 直放流下水管 （２）雑排水 ○ 直放流下水管
○ 屋内消火栓設備 ○ スプリンクラー設備 ○ 泡消火設備
○ 連結散水設備 ○ 連結送水管 ○ 不活性ガス消火設備（ ○ ）
○ 都市ガス（ 種別　１３Ａ、高位発熱量４５．０ＭＪ／ｍ３（Ｎ）、低位発熱量４０．６ＭＪ／ｍ３（Ｎ）

※改修の場合は既存概要を示す

ガスの種類

消火設備
の種類

（１）

●

● 公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（平成

● 公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（平成

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様

書を適用する。

なお、電気設備工事の特記仕様書は（　／　）図、建築工事の特記仕様書は（　／　）図による。

１． 共通仕様

図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記標準仕様書

等のうち、●印の付いたものを適用する。

２． 特記仕様

項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

○ 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

○ 風圧力

風速（Ｖｏ＝ ｍ／ｓ）

地表面粗度区分（ ）

○ 積雪荷重

建設省告示第１４５５号における区域　別表（ ）

●

適 用 区 分

環 境 へ の 配 慮

機材の品質等

　　　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　③安定的な供給が可能であること。

　　　④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

　　　①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

調査方法 ○ 図示 ○

建設発生土の処理方法 構内敷きならしとする。

埋め戻し土・盛土 山砂の類根切り土の中の良質土（コンクリート管、樹脂管）

以下の配管は、管の周囲に山砂の類を施す。

〇　水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）

○ 養　　　　　　生

機材の承諾図

○ 電 動 機 換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、

製造者規格による標準品としてよい。

総合試運転調整 本工事 ○ 別途

調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

風量調整 ○ 水量調整 室内外空気の温湿度の測定

○

機械設備工事機材承諾図様式集（平成２８年版）によるほか、監督員の指示による。

騒音の測定 ○ 飲料水の水質の測定

○

室内気流及びじんあいの測定

雑用水の水質の測定 ○

○

○ 容 量 等 の 表 示

電 源 周 波 数

（１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下と

　　　する。

５０Ｈｚ／６０Ｈｚ

耐 震 措 置

（１）機器の据付け及び取付け

設計用標準水平震度

○

・上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

　１０～１２階建の場合は上層３階、１３階以上の場合は上層４階とする。

・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

上層階
屋上及び
塔屋

１．５

１．０機 器

１．５
中間階

特 定 の 施 設

１．０

一 般 の 施 設

機 器 ２．０ １．５

１．０

２．０

１．０

１．０
２．０

１．５

０．４０．６０．６

地階・１階 １．０防振支持の機器

水 槽 類 １．０１．０
１．０

機 器
水 槽 類 ０．６

０．６

１．０

１．５

防振支持の機器 ２．０

１．５
１．０

１．５
１．０

１．０

２．０水 槽 類

１．５ １．５

機 器 種別

１．５

１．５

防振支持の機器

０．６
０．６

　　　に、地域係数１．０及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

建築研究所監修）による。

一 般 機 器重 要 機 器重 要 機 器 一 般 機 器

）

　保　　　　　温○

多湿箇所は下記による。

室名：

○

○ 共同溝内の保温種別は下記による。

ダクト： 配管：

○

○

他工事又は他工種

天 井 仕 上 区 分

との取り合い

○

（　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

図面に特記なき場合は、工事区分表による。

電 線 類○ 電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第４編１．５．１表４．１．１１による。

○ ○ ）自 動 洗 浄 装 置

及びその組み込み

小 便 器

個別感知フラッシュ方式（

○ ○ ○自 動 水 栓 の ＡＣ電源 自己発電

電　源　種　別

○

衛生器具ユニット○ ○ 別図による

排水槽 ○有（計画容量　　　ｍ３）○無

（４）グリーン購入法に基づく、環境物品等の調達に関する基本方針（（以下「基本方針」という）

（環境省ホームページに掲載）（毎年２月改定））において位置づけられた、「特定調達品目」に該当

とする。

（物品・役務及び公共工事）を環境省ホームページからダウンロードし、Ｅｘｃｅｌファイルで作成し、

提出する。

既存部分の養生は、改修標準仕様書第１編３章による。

○ 施 工 図 等

完 成 図 等

本工事で作成する施工図等のうち、次の原図及びその複写図（１部）を監督職員に

提出する。ただし、製作図等で原図として提出ができないものは、原図に代わるも

のとしてよい。

なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲する。

機器製作図　　　　一式、制御システム図　　　　　　　　一式

試験成績書　　　　一式、機器・配管固定の施工図　　　　一式

完成図提出要（原図サイズ Ａ１ 、複写図 部、

　　　　　　ＣＡＤデータ（ 要（ 部） ○ 不要））

　　ＣＡＤデータが要の場合、オリジナルファイルも提出する。

既存完成図（ＣＡＤデータ）の修正を行う。

保全に関する資料

Ａ４ファイル綴じ 部

○ 建築物等の利用に関する説明書

Ａ４ファイル綴じ 部

　工　事　概　要Ⅰ

　工　事　仕　様Ⅱ

機械設備工事

●

一
般
共
通
事
項

年版）（以下「標準仕様書」という。）

３１年版）（以下「改修標準仕様書」という。）

３１年版）（以下「標準図」という。）

章 項 目 特 記 事 項

　ただし、走査式埋設物調査で埋設物の調査ができない場合は、監督員との協議による。

〇　はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行う。

衛
生
設
備
器
具

耐震措置の計算及び施工方法は次によるほか、建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版（独立行政法人

　　　設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量）

自
動
制
御
設
備

○ 高圧１ダクトとする。（ 範囲は図示による。）

○ （１）蒸気管　給気管 ○

○

　　　　　　　還管 ○

（２）油管 ○

（３）冷温水管 ○

（４）冷却水管 ○

○

配 管 材 料

（７）冷媒管　 ○

○ 鋼板厚（ ○ ３．２㎜ ○ ４．５㎜）鋼 板 製 煙 道

○ ○ 低圧ダクト（ ○ コーナーホ゛ルト工法（長辺の長さが１，５００ｍｍ以下の部分）
○

ダ ク ト

アンク゛ルフランシ゛工法）

○ ○○　低圧スパイラルダクトダクト（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○ （１）防煙ダンパー　　　復帰方式　遠隔復帰式（定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下とする）
（２）ピストンダンパー　復帰方式　遠隔式

ダ ン パ ー

○ （１）内貼を施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。チ ャ ン バ ー

（５）ドレン管

○

ダ ク ト 低圧ダクト（ ○ コーナーホ゛ルト工法（長辺の長さが１，５００ｍｍ以下の部分）○

アンク゛ルフランシ゛工法）○

○

高圧１ダクト（範囲は図示による。）

○ 厨房系統の排気ダクトは、標準仕様書第３編２．２．２．２のダクトの板厚の項より

１番手厚いものとする。（範囲は図示による）

ダ ン パ ー 空気調和設備の当該項目による。

ーシ ルする排気 厨房系統 ○ 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統○○

○

○

○

一 般 系 統

温　度 湿　度 温　度 湿　度 温　度 湿　度温　度 湿　度

外　気 屋　　内

一般系統 個別系統（目標値）

夏　季

冬　季

２８℃

１９℃

％

％

％

％℃℃

℃℃

４０％

４５％

○ 設 計 温 湿 度○

空
　
気
　
調
　
和
　
設
　
備

換
　
気
　
設
　
備

○

排
煙
設
備

ダ ク○ ト

排 煙 口 の 形 式○

○ 亜鉛鉄板 ○ 普通鋼板（厚１．６㎜）

○ パネル形　（ 天井取付○ ○ 壁取付）

○

○

ダンパー形（

スリット形（ ○ 天井取付 ○ 壁取付）

○ 天井内取付 ○ 　　　）

○ 電気式（遠隔操作 ○ 要 ○ 不要）排煙口開放及び

復 帰 方 式

排 煙 風 量 測 定 建築設備定期検査業務基準書平成２０１６年版（（一財）日本建築設備・昇降機センター）

の排煙風量の検査方法に準じる。

システム構成その他 別図による

気電○

○

計装用配線 電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第４編１．５．１表４．１．１１による。

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。

○

○ 満 水 試 験 継 手

放　流　納　付　金　等

配 管 材 料 汚水管 ○

雑排水管 ○

通気管 ○

ホ゜ンフ゜アッフ゜管○

第一桝まで

桝間

（１）屋内

（２）屋外

洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

台所流し等の床上露出部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。

大便器、小便器、洗面器及び掃除流しとの配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）とする。

○ 台 所 流 し 等 の

排 水 管

図示の位置に取り付ける。

要○ （〇本工事（　　　　　　　）　〇別途）　〇不要

排
　
水
　
設
　
備

湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書

第２編３．１．５表２．３．５のｈ・（イ）・Ⅸとする。

弁○ 類 図示による。（特記なき場合の耐圧は、　５Ｋ　とする。）

ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。○

○

保 温○

給

湯

設

備

○ 配○ ○料材管

○ ○

○ ○ １０Ｋ

○

○ ○ 屋外露出部分 ○ 有（ ○ ｅ２・（ハ）・Ⅶ ○ ） ○ 無

屋内消火栓 別

保

広範囲型２号消火栓　　　○易操作性１号消火栓 １号消火栓 ○ ２号消火栓○

○ （１）屋内消火栓 一般 ○

地中 ○

（２）連結送水管 一般 ○

地中 ○

（３） ○

配 管 材 料

外面被覆鋼管の呼び径１００Ａ以下はねじ接合とする。

○

消
　
火
　
設
　
備

建築基準法による

延　べ　面　積（㎡） 別表第一の区分
消防法施行令

工期：令和　　年　　月　　日

）東京ガス㈱供給圧力　　Ｐａ、一般ガス導管事業者名

　次の①から④を満たすものとする。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

　①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード

　　その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は

　　アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定

　　する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

（３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次の

　①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド

　　発散建築材料以外の材料

　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　③建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　④建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、ア

　　セドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　号）」に基づく「環境物品の調達の推進に関する基本方針（平成３１年２月閣議決定）」に定める

　特定調達品目の分野「公共工事」の品目を調達する場合は、判断の基準等を満たすものとする。

　③接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない

　　難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

する材料及び建設機械等は、原則として基本方針に定める判断基準を満足するものを使用すること

また、「特定調達品目」の調達の実績（設備及び公共工事）について、当該年度の調達実績集計表

なお、やむをえず判断基準に満たないものを使用する場合は、監督職員の承諾を受けるものとする。

・水槽類にはオイルタンクを含む。

ＳＡＳ　３２２を満足した継手○ ○

標準仕様書第２編によるほか次による。ただし、各工事種目で別に指定されたものは除く．

　　　　○金属電線管　　（○溶融亜鉛メッキ仕上げ［付着量３００ｇ／㎡以上］　　○指定色塗装）　　　　

ダ ト の 系 統ク ○

チ○ ャ ン バ ー 空気調和設備の当該項目による。

保○ 温 全熱交換ユニット用の外気ダクトの保温の仕様及び範囲は図示による。

全熱交換ユニット用の排気用ダクトの保温の仕様及び範囲は図示による。

（〇厨房　　　〇湯沸室）の隠ぺい部ダクトの保温の仕様及び範囲は図示による。

○

○

○

図面に特記なき場合の耐圧は、ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　とする。○

○ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

ファンコイルユニットと冷温水管の接続部（往・還）には、ボール弁を取付ける。○

弁 類○

油 面 制 御○ 装 置

保温及び消音内貼○ 標準仕様書第２編３．１．４によるほか、次による。

蒸気還り管の保温不要（屋内露出は除く。）

還気ダクトの保温要（保温の厚さ２５㎜、範囲は図示による。）

外気ダクトの保温要（保温の厚さ２５㎜、範囲は図示による。）

膨張管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管の保温は、標準仕様書第２編

３．１．４の温水管の項による。

建物内のエア空気抜き管の保温は、標準仕様書第２編３．１．４の温水管の項による。

（エア抜き弁以降の配管は除く。）

空気調和機、ファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第２編３．１．５

の排水管の項による。

冷媒管の保温外装は次による。

図示による○

屋内露出箇所○

○ 屋外露出箇所 ○

（

（ ）

）

○

○

○

○

○

○

○

（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼り

　　　したチャンバーには、点検口を設ける。なお、大きさは図示による。

（６）膨張管、空気抜き管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管は、配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　とする。

制御盤には（ ○ 給油ポンプ制御 ○ 返油ポンプ制御 漏えい検知警報○

遠隔警報○ 減油警報 ○

（３）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施

　　　工する。

制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

）の端子を設ける。なお、フロートスイッチ部と

満油警報○

配 管 材 料 （１）一般配管

○

○

（３）水道直結配管 ○ 引き込みは水道事業者の指定により、量水器以降の地中埋設配管は

○（ ）とし、他の部分は（１）による。

親メーター（○

給
　
水
　
設
　
備

器水量○

量 水○ 器 桝 ○ 水道事業者指定品（ ○ 貸与品 買取り）○ ○ 標準図ＭＣ形

弁 類 ○

○

○ 水道直結部分の耐圧は、１０Ｋとする。

水

管の地中埋設深さ

栓 柱○

埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（ ６００㎜
その他の部分は（ ３００㎜○ ○ ㎜）以上とする。

○ ○ ㎜）

○

建　築　物　導　入　部○

引　込　納　付　金　等○

（ ○（ａ） ○（ｂ） ○（ｃ） ）

○要 不要

別図による。○

建築物導入部の変位吸収方法は、標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領　）による。○

図面に特記なき場合の耐圧は　５Ｋ　とする。

ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

子メーター（○

（ ○ 貸与品 ○ ）

買取り○（ ○ ）

○

○

現地表示式（直読式）　○　遠隔表示式（　○　電文式　○　パルス式 ）

現地表示式（直読式）　○　遠隔表示式（　○　電文式　○　パルス式 ）

○ 概略寸法とする。

○ 機器の機能等 図示による。

機 器 の 寸 法

○

○ ○

○

○ ○ 本工事（図示による） ○ 別途工事ガス漏れ警報器

メ ー タ ー

配 管 材 料 都市ガス　　　一般ガス導管事業者の供給規定による。

親メーター（　○実測式　○パルス式　） ○ 貸与品 ○

○ 買取り ○ ）

）（

（子メーター（　○実測式　○パルス式　）

有）○ 無 ○外部警報端子（

ガ
ス
設
備

○

○

厨
房
設
備

○

○

種

地中埋設配管の接合

不活性ガス消火設備

泡　消　火　設　備

温

屋内消火栓開閉弁

別図による。

別図による。

機械設備工事仕様書（その１）

（８）項

●

●
●

●

●

●

３２．９℃６８．４％

　１３．１℃５４．２％

●

●

●

●

改 修

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和

● ●

●

●

●

● ●

●

●

●

公園名称

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

縮
尺

照
査

設
計

照
査

設
計

機械設備工事特記仕様書
（その１）

沖縄県八重山郡竹富町

竹富博物展示施設 木造 １Ｆ ６２７．３２

６２７．３２

●

●

●

●

○

○

○

○

○

○ スパイラルダクトダクト（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）〇　低圧

●

●
●

●

●

（２）地中埋設配管 ●

●水道用耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管

●

水道用耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管

硬質ポリ塩化ビニル管

硬質ポリ塩化ビニル管

硬質ポリ塩化ビニル管●

●

●

西表石垣国立公園

図面番号 Ｍ－０１

沖縄奄美自然環境事務所

―

（　○本工事（　　　　　　　）　○別途　） ○

●

Ｂ種 脚立、棚足場）

ガ ス 設 備

●

撤 去 工 事●

●

●

仮設工事

コンクリート工事

据付工事

二次側電気工事

４

○

○

○

○

竹富島博物展示施設排水設備等長寿命化改修工事

令和６年度（繰越）西表石垣国立公園

○

●

●構外搬出適切処理　搬出先は別途協議により定める。



別表－１

機材等名品　　目

○

○

保 温 材

支 持 金 物 等 ダクト及び配管等の支持金物及び吊り金物は本工事にて撤去する。

石 綿 含 有 品 石綿含有分析調査 本工事○ 別途○

撤去方法 ○ 図示による ○

○

金属類 （ ○ 機器類 ○ ダクト ○ 配管 その他の金属 ）の処理は

（ ○ 物品管理者に引き渡し 構外搬出適切処理 ）とする。

○ 特別管理産業廃棄物（ ○ ○ ）の処理は

（ ○ 別途 ○ 構外搬出適切処理 ）とする。

○ 石綿含有産業廃棄物（ ○ 配管用成形保温材 ○ フランシ゛用カ゛スケット）の処理は

（ ○ 別途 ○ 構外搬出適切処理 ）とする。

上記以外のもの　　（ ）の処理は

（ ○ 別途 構外搬出適切処理 ）とする。

○ ○ 本工事 ○ 別途

冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編２．４．３

により、次の書類を監督職員に提出する。

○ フロン回収行程管理表の写し
○ 特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

発 生 材 の 処 理

冷媒（フロン類）

の 回 収

保温材は、配管・ダクト等より分離する。

○ ○

撤
去
工
事

●

● ● ●

●

●

●

公園名称

工事名称

図面名称

事務所名

年月日

会社名

縮
尺

照
査

設
計

照
査

設
計

機械設備工事特記仕様書

西表石垣国立公園

図面番号

沖縄奄美自然環境事務所

―
（その２）

Ｍ－０２

竹富島博物展示施設排水設備等長寿命化改修工事

令和６年度（繰越）西表石垣国立公園



竹富島サイン

センターサイン

エントランスサイン
亙

０
０

３
．

亙

０
．
３

亙

０

亙

内 瓦
案

１１９９．８９３１

板

大
線桝

町 道

白
地

Ｍ

２
．
０
０

Ｗ
．
Ｃ

サイン（大）

庭園灯

点字ブロック

２
１
－
１

フク

フクフク

１
３
，
３
０
０

７
，
５
０
０

＜ふな屋跡＞

モ

ゲ

ゲ

ゲ

モ
モ モモ

モ
モ

モ

掃除具入

物置 セッター

掃き出し

犬走り

映写スクリー
ン面

入り口

出口

窓セッター
べビー 物置

窓

物置

掃除具入

べビー

ＦＩＸ

５
０
０

窓

掃き出し

犬走り

窓

窓

窓

窓

犬走り

犬走り

冷蔵庫

窓

窓
窓

ＦＩＸ

書棚

受付

ＦＩＸ

犬走り

掃き出し

上部排煙窓×
２

引分戸

犬走り

掃き出し
掃き出し

窓
ＦＩＸ

掃き出し

窓

ＦＩＸ

ＦＳＴ

ＳＳＴ

ＦＡＴ

１
，
４
０
０１
，
９
０
０

５００
５００

４５０

機
械
室

１
５
０
Ｈ

土
間
水
勾
配

Ａ
Ｄ

１

通
路
（
兼
暗
渠
側
溝
）

Ｎ

方
位

線
町

道
竹

周
富

一

公園名称

工事名称

図面名称

年月日

会社名

事務所名

縮
尺

照
査

設
計

設
計

照
査

西表石垣国立公園

フク

フク

テリ

フク

フク

フク

テリ

フク

フク

フク

フク

フク

フク

フク

フク

フク

ベンチウォール

フク
フク フク

既存樹木

テリ

テリ テリ

テリ

フク

フク

フク

テリ

テリ

テリ

フク

フク

フク

フク

フク

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ

＜ナカユクイのムイ＞

竹富港ターミナル

Ｍ－０３図面番号

沖縄奄美自然環境事務所

敷地・建物及び周辺状況図

敷地・建物及び周辺状況図

Ｓ　＝　１／２００（Ａ１）
Ｓ　＝　１／４００（Ａ３）

前室

膜式再生
処理装置

分水桝

倉庫

一次処理
槽

電磁弁 ポンプ小屋

送風機１
送風機２

制御盤
給水ポンプ

消毒・貯
留槽

土壌浸潤
槽

展示室 ラウンジローカ

浄化槽

映像展示
室

映写機械
室

多目的ト
イレ

女子トイ
レ

男子トイ
レ

湯沸し室
倉庫

管理室

令和６年度（繰越）西表石垣国立公園
竹富島博物展示施設排水設備等長寿命化改修工事

Ａ３：１／４００

Ａ１：１／２００



窓

１
，
４
０
０１
，
９
０
０

５００
５００

４５０

機
械
室

１
５
０
Ｈ

土
間
水
勾
配

Ａ
Ｄ １

ＦＳＴ

ＳＳＴ

ＦＡＴ

窓

１
，
４
０
０１
，
９
０
０

５００
５００

４５０

機
械
室

１
５
０
Ｈ

土
間
水
勾
配

Ａ
Ｄ

１

ＦＳＴ

ＳＳＴ

ＦＡＴ

記号

　１）

（注　記）

図中　　　　　　は、既設　汚水桝　撤去を示す。

汚　水　桝

名　　　称

塩ビ小口径桝

数　量

１

１

規　　格

撤去　汚水桝表

備　　考

名　　　称 数　量

１

規　　格 備　　考

更新　汚水桝表

記号

Ｂ 塩ビ小口径桝

塩ビ小口径桝

塩ビ小口径桝

塩ビ小口径桝

フク

フク

テリ

フク

犬走り

窓

犬走り

窓

窓

掃除具入

物置

女子トイレ

べビー

セッター

べビー

セッター

男子トイレ

物置

掃除具入

ローカ

フク

倉庫

フク

書棚

冷蔵庫

湯沸し室

フク

テリ

窓

犬走り

窓

セッター
セッター
べビー

べビー

物置

女子トイレ

男子トイレ

物置

掃除具入

掃除具入

窓

１
０
０

１
０
０

３２

３２

ＧＶ２５

ＶＣ－１

ＶＣ－１
ＧＶ２５

１５０

１５０

１
５
０

１００

１
０
０

１００

１００

１００

１
０
０

１
０
０

１
０
０

３
２

２
５

２
５

２
５

１５０

ＳＣ－２　
ｈ＝５１４

ＳＣ－１
　ｈ＝４６

４
ＳＣ－１　

ｈ＝４０
２

ＳＣ－２
　ｈ＝５７

２

ＳＣ－２　
ｈ＝５９６

１００

１００－
１５０　

ｈ＝５７６

１００－１
５０　ｈ

＝５１６

１００－
１５０　

ｈ＝４８０

１
０
０

３２

ＧＶ２５
ＶＣ－１

ＧＶ２５

１５０

１５０

１
５
０ １
０
０

１００

１００

１００

１
０
０

１
０
０

２
５

２
５

２
５

ＳＣ－１　
ｈ＝４６

４
ＳＣ－１

　ｈ＝４
０２

ＳＣ－２
　ｈ＝５

９６
１００－

１５０　ｈ
＝５７６

ＳＣ－２
　ｈ＝５

１４

Ａ

ＶＣ－１

１
０
０

１００－
１５０　

ｈ＝５１６
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

１

１

１

３
２

キャップ
止

キャップ
止

１００

１５０

１００

ポンプ小屋

既設浄化槽既設浄化
槽

ポンプ小
屋

既設膜式
再生処理

装置

ソフィール
　一次処

理槽

電磁弁

通
路
（
兼
暗
渠
側
溝
）

通
路
（
兼
暗
渠
側
溝
）

改修後平面図改修前平面図

桝蓋

保護コンクリート

ＧＬ

捨てコン
クラッシャーラン

３００

ＶＰ１００

１
０
０

１
０
０

１
０
０

小口径桝詳細図

流用土

保護砂

排水管

４００

２
５
０
５
０
～
２
８
０

排水管埋設図

既設膜式再
生処理装

置

５
７
０

１
２
０

５
０

１
０
０

１００ ４５０

再生クラッシャーラン

１００

Ｄ１０－２００＠

コンクリート
モルタル

マンホール蓋（ＭＨＤ－４５０）

ＳＣ－２　詳細図

既設汚水管
へ接続

既設浄化
槽桝へ接続

１５０

１５０－
１５０　ｈ

＝５７２

１
５
０

１
５
０

１５０

１００－
１５０　ｈ

＝４８０

桝蓋

保護コンクリート

ＧＬ

捨てコン
クラッシャーラン

３００

１
０
０

１
０
０

１
０
０

桝蓋

保護コンクリート

ＧＬ

捨てコン
クラッシャーラン

３００

１
０
０

１
０
０

１
０
０

流用土

保護砂

排水管

４００

２
５
０

排水管埋設図

流用土

保護砂

排水管

４００

２
５
０

排水管埋設図

３
１
０

小口径桝詳細図小口径桝詳細図

桝蓋

保護コンクリート

ＧＬ

１
０
０

桝蓋

保護コンクリート

ＧＬ

１
０
０

捨てコン
クラッシャーラン

３００

１
０
０

１
０
０

捨てコン
クラッシャーラン

３００

１
０
０

１
０
０

１５０－
１５０　ｈ

＝５７６

ＶＵ１５０ ＶＵ１５０ ＶＵ１５０

公園名称

工事名称

図面名称

年月日

会社名

事務所名

縮
尺

照
査

設
計

設
計

照
査

西表石垣国立公園

図面番号

屋外配管接続平面図

土壌微生物膜合併処理浄化槽

沖縄奄美自然環境事務所

Ｍ－０７

（ＶＰ１５０）

１５０－
１５０

　ｈ＝５９
３

Ｄ

３２

既設トイ
レ排水再

利用配管へ
接続

（ＶＰ１００）

１００－１５０
　ｈ＝５１６

１５０－１５０
　ｈ＝５７２
１５０－１５０
　ｈ＝５７６
１５０－１５０　
ｈ＝５９３

ＳＣ－２　
ｈ＝５７２
１００－１５０　
ｈ＝５１６

令和６年度（繰越）西表石垣国立公園
竹富島博物展示施設排水設備等長寿命化改修工事

Ａ３：１／１００

Ａ１：１／５０



サイン（大）

庭園灯

２
１
－
１

モ

ゲ

ゲ

ゲ

モ
モ モモ

モ
モ

モ

犬走り

窓

ＦＩＸ

窓

窓

窓

犬走 り

窓

窓
窓

ＦＩＸ

ＦＩＸ

犬走り

掃き出し
掃き出 し

窓
ＦＩＸ

掃き出 し

窓

ＦＩＸ

内 瓦
案

１１９９．８９３１

板

大
線桝

線

町

周
富

道

Ｍ

一

２
．０
０

亙

亙

．

亙

亙

竹富島サイン

２

ＦＳＴ

ＳＳＴ

ＦＡＴ

フク フク

フク

フク

フク

フク

テリ

テリ

テリ

テリ

テリテリ

テリ

フク

フク

フク

フク

フクフク
フク

フク

フク

フク

フク

フク

フク

フク

フク

フク

フク

テリ

フク

フク

フク

テリ

フク

フク

フク

ベンチウォール
既存樹木

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ

④

Ｎ

方
位

公園名称

工事名称

図面名称

年月日

会社名

事務所名

縮
尺

照
査

設
計

設
計

照
査

西表石垣国立公園

図面番号

沖縄奄美自然環境事務所

各機器装　置

１

２

１

１

２

基

基

ケ

台

３

ケ

台

基１

単位数量

基１本　　体

□６４０×Ｈ６００　ＰＶＣ製

本　　体　

本　　体

フロートスイッチ

送水ポンプ ０．２５ｋＷ　

フロートスイッチ

本　　体

本　　体

　仕　　　　様

⑤

一次処理槽①

土壌浸潤槽

分水マス②

③

消毒・貯留槽④

φ２，０１２×Ｌ４，６００×Ｈ２，５７０　　ＦＲＰ製

４，０００×１５，０００×Ｈ８００　

φ２，０１２×Ｌ３，５００×Ｈ２，５７０　　ＦＲＰ製

１ 台

台１

３２＊４０Ａ　０．１２０ｍ／ｍｉｎ×０．４０ｋｗ　Ｈ＝２２ｍ　交互並列３

制御盤

給水ポンプ

１ 台本　　体

１ 台本　　体

⑥

送風機１

送風機２ ２５Ｗ、消毒貯留槽　排気用

２５Ｗ、土壌浸潤槽　送気用

⑦ 電磁弁

⑧

⑨

余剰水放流用

屋外自立型

備　考

交通荷重（Ｔ－２０）

歩行者荷重

歩行者荷重

歩行者荷重

ＳＵＳ製カバー

ＳＵＳ製カバー

ＳＵＳ製カバー

ＳＵＳ製カバー

本体ＳＵＳ製

機器表　土壌微生物膜合併処理浄化槽

土壌微生物膜合併処理浄化槽

配置配管図
土壌微生物膜合併処理浄化槽 配置配管図

Ｓ　＝　１／２００（Ａ１）
Ｓ　＝　１／４００（Ａ３） Ｍ－０８

＜駐車場
＞

＜膜式再
生処理装

置＞ ＜浄化槽
＞

ＨＩＶＰ４０

ＶＰ５０

⑨ ＨＩＶＰ３２

ＶＵ７５ＶＰ４０ ＶＵ７５
ＶＰ４０　

ＶＵ６５

③

＜ナカユクイのムイ＞

ＶＵ７５②

センターサイン

点字ブロック

＜ふな屋跡＞
エントランスサイン

女子トイ
レ

管理室

展示室

映像展示
室

前室 映写機械
室

ラウンジ

多目的ト
イレ男子トイ

レ

ローカ

湯沸し室
倉庫

入り口

出口

⑦ ポンプ小
屋

ＶＰ５０

ＨＩＶＰ４０
ＨＩＶＰ２０

既設の中水配管
に接続

倉庫

⑥
⑤

⑧

※　建築用途

（国土交通大臣認定　ＤＷ３Ｎ－８２７６）

３

ＳＳ　　１０　ｍｇ　／　ｌ　以下

※　土壌微生物膜合併処理浄化槽

※　処理能力

※　処理水質　ＢＯＤ　１０　ｍｇ　／　ｌ　以下

・１８６人槽

・処理水量　５．１　ｍ　／日

処理フロー（新設）
高度処理浄化槽・処理水再利用

消毒・貯留槽

加
圧
給
水
ポ
ン
プ

固液分離槽

嫌気ろ床槽

土壌浸潤槽

分水マス

送水ポンプ槽

一
次
処
理
槽

ゆ
が
ふ
館

汚
水

Ｓ

既存の汚水マスへ接続

（雑排水処理系統）

公衆便所（屋内）、事務所、博物館

竹富島博物展示施設排水設備等長寿命化改修工事

Ａ１：１／２００

Ａ３：１／４００

令和６年度（繰越）西表石垣国立公園



配　管　口　径　表

ＶＰ５０

ＶＰ５０

①

②

③

ボルトロック仕様とする。

３）マンホールはＦＲＰ。枠はＳＳ製（溶融亜鉛めっき仕上）

ｂ

ａ

材　質仕　様数量寸　法記号

開　口　部　仕　様

加圧給水ポンプ

送水ポンプ槽

送水ポンプ

特　記　事　項

仕　　様　　書

３０

電　気　機　器　仕　様

１台

備　考

３ケフロートスイッチ

３

２台

台数

４０

出力

ｋｗ

能力

ｍ／分

口径

ｍｍ

単独交互運転

有　効　容　量

ＳＨ

ＫＲ２

ＫＲ１

ＫＢ

送水ポンプ槽

固液分離槽

嫌気ろ床槽第２室

嫌気ろ床槽第１室

槽　名　称名　称

一次処理槽
（Ｆ３１２）

ｂ ｂ ｂ
ａ

上　部　平　面　図

φ１２５

ＳＨ

ＫＲ１

ＫＲ２
ＫＢ

φ１２５

φ１２５

送水管②

掃除口φ１５０オーバーフロー管③

Ｆ Ｅ Ｄ ＢＣ

内　部　平　面　図

φ１５０

流入管①

Ａ－Ａ　断　面　図

移流バッフル兼清掃口φ１５０

Ｌ．Ｗ．Ｌ

Ｈ．Ｗ．Ｌ
Ｗ．Ｌ

バッフル

掃除口φ１５０

一次処理槽

Ｆ－Ｆ　断　面　図

Ｅ－Ｅ　断　面　図

Ｄ－Ｄ　断　面　図

Ｃ－Ｃ　断　面　図

Ｂ－Ｂ　断　面　図

嵩上げ３０㎝

Ｈ．Ｗ．Ｌ

移流バッフル兼清掃管φ１５０

移流バッフル兼清掃管φ１５０

嵩上げ３０㎝

流入バッフル

移流管φ１２５

清掃口φ１５０

嵩上げ３０㎝

清掃口φ１５０

基礎コンクリート

捨てコンクリート

基礎砕石

１

３

蓋：鋳鉄　枠：ＳＳ

蓋：鋳鉄　枠：ＳＳ

１）上部は交通荷重（Ｔ－２０）とする。

２）機器電源は単相　１００Ｖ　／　２００Ｖとする。

公園名称

工事名称

図面名称

年月日

会社名

事務所名

縮
尺

照
査

設
計

設
計

照
査

西表石垣国立公園

図面番号

一次処理槽図

１：０．３ １：０．３

基礎コンクリート

捨てコンクリート

基礎砕石

流入バッフル

１：０．３ １：０．３

１：０．３ １：０．３

１：０．３ １：０．３

基礎コンクリート

捨てコンクリート

基礎砕石

１：０．３ １：０．３

基礎コンクリート

捨てコンクリート

基礎砕石

流入管φ１５０

２３８０ １１１０

７００１２９０８６０１０５０

１１１０

７００

４６００

３
２
０
０

３
０
０
０

２
０
１
２

４
９
４

４
９
４

１
０
０
６

１
０
０
６

２３８０

４６００

１１１０１１１０

４８００

４６００

３
２
０
０

３
０
０
０

４８００

４６００１００

３
０
２
０

２
５
７
０

１
５
０ ５
０２
５
０

１００

１
６
４
０

８
３
０

１
５
０
０

１１３０×６３０

１１３０×６３０

１
６
４
０

１
６
４
０

１
６
４
０

３２００×４８００

３０００×４６００

１
０
０２
５
０

２
５
７
０

３
０
２
０

２
５
０

５
０

１
５
０

３２００×４８６０

３０００×４６６０

５００ ５００

１００１００

１
０
０２
５
０

２
５
７
０

３
０
２
０

２
５
０

５
０

１
５
０

３２００×４８６０

３０００×４６６０ １００１００

１
０
０

□６３０

１
０
０

４６００×３０００（上部スラブコンクリート）

２
５
０

４８００×３２００（基礎砕石）

１
５
０
０

嵩上げ３０㎝

ＫＲ１

嵩上げ３０㎝

ＫＢ

ＫＲ２

ＫＢ
Ｌ．Ｗ．Ｌ

３
０
０

１
２
０
０

ＳＨ

Ｆ Ｅ Ｄ ＢＣ

流入

１
０
０
６

１
０
０
６

４
９
４

２
０
１
２

４
９
４

１
２
０
０

３
０
０

流入

ＫＲ２ ＫＲ１

ＳＨ

ＫＢ

Ａ Ａ

１５７０８５０８５０１３３０

φ１５０

９
１
０

オーバーフロー管③

送水管②

スラブコンクリート

基礎砕石

嵩上げ３０㎝

移流管φ１２５

１１３０×６３０

Ｍ－０９

沖縄奄美自然環境事務所

３．９７７　ｍ

２．３４３　ｍ

３

３

２．３４３　ｍ
３

２．７１９　ｍ
３

０．１５ ０．２５

０．４００．０７０

７００×１２００

７００×７００ ２５００Ｋ

２５００Ｋ

Ａ１：１／５０

Ａ３：１／１００

令和６年度（繰越）西表石垣国立公園
竹富島博物展示施設排水設備等長寿命化改修工事



公園名称

工事名称

図面名称

年月日

会社名

事務所名

縮
尺

照
査

設
計

設
計

照
査

西表石垣国立公園

図面番号

消毒貯留槽図、設備詳細図

１

１

交互並列運転

（ＦＳ３０３）
消毒・貯留槽 消毒・貯留槽ＳＣ

名　称 槽　名　称 有　効　容　量

ｍｍ

口径

ｍ／分

能力

ｋｗ

出力 台数

３

フロートスイッチ ３ケ

備　考

１台

電　気　機　器　仕　様

仕　　様　　書

特　記　事　項

消毒・貯留槽

加圧給水ポンプ

開　口　部　仕　様

記号 寸　法 数量 仕　様 材　質

ａ

ｂ

蓋：ＦＲＰ　枠：ＳＳ

蓋：ＦＲＰ　枠：ＳＳ

１）上部は人荷重とする。

２）機器電源は単相１００Ｖとする。

３）マンホールはＦＲＰ。枠はＳＳ製（溶融亜鉛めっき仕上）

ボルトロック仕様とする。

１
０
３
０

１１３０×６３０

１００１００

Ｇ－Ｇ　断　面　図

５
０

２
５
２
０

処理水循環配管

ＨＩＶＰ３０

消毒筒嵩上げ３０㎝

排気管φ１００

２
５
７
０

３
０
２
０

５
０

２４００

２６００

Ｂ

Ａ Ａ

上　部　平　面　図

内　部　平　面　図

Ａ－Ａ　断　面　図

１００

１１１０

Ａ．Ｗ．Ｌ

Ｈ．Ｗ．Ｌ

１２８０１１１０

３５００

嵩上げ３０㎝

Ｌ．Ｗ．Ｌ

処理水循環配管ＨＩＶＰ３０

３５００

ｂ

１２８０

１０００

１
５
０
０

８
７
０
３
０
０

１００

１
１
７
０

９
５
０

１
４
７
０

消毒筒 ＶＵ７５

１１１０

５
０

２
４
０
０

ＶＵ７５

２
６
０
０

２
４
０
０

ａ ２
６
０
０

１１１０

□
１
０
０
０

消毒筒

３
０
２
０

２
５
７
０

１
５
０ ５
０２
５
０

３５００

３７００

基礎コンクリート

捨てコンクリート

基礎砕石

Ｌ．Ｗ．Ｌ

２
５
０

５
０

１
５
０

ＳＣ

１
５
０

１
０
０

７００ ２１００ ７００

１
９
４

２
０
１
２

１
９
４

１
０
０
６

１
０
０
６

ＳＣ

１
０
０
６

１
０
０
６ ２
０
１
２

１
９
４

ＳＣ

３
０
０

Ｈ．Ｗ．Ｌ

Ａ．Ｗ．Ｌ

Ｂ

※ＶＵ７５に接続

排気管φ１００

給気口φ４０

土壌浸潤槽より

排気口
給気口φ４０

Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｐ
３
２

Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｐ
３
２

加圧給水ポンプ（０．４０ｋＷ×２）

防振継手

仕切弁

Ｖ
Ｐ
４
０

土壌浸潤槽へ

消毒・貯留槽より

Ｖ
Ｕ
７
５

浄化槽制御盤

Ｖ
Ｐ
４
０

※消毒・貯留槽

排気用

送風機（０．０２５ｋＷ）

送風機（０．０２５ｋＷ）

仕切り弁

ＨＩＶＰ２０

ＨＩＶＰ２０

１２００（基礎砕石）

１０００（基礎コンクリート）

５
０
０
（
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

７
０
０
（
基
礎
砕
石
）

Ｃ
Ｃ

設備詳細図２　平面図

ト
イ
レ
洗
浄
水
へ

Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｐ
４
０

１２００（基礎砕石）

１０００（基礎コンクリート）

Ａ
Ａ

Ｂ Ｂ

２
１
５
０
（
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

２
３
５
０
（
基
礎
砕
石
）

設備詳細図１　平面図

消毒・貯留槽へ

※土壌浸潤槽
送気用

排気

余剰水放流用電磁弁

浄化槽制御盤

（ＳＵＳ製）

３
５
０

２
５
０

ＶＰ２０

１００ ５００ １００

７００

Ｃ－Ｃ　断　面　図

１
０
０
３
５
０

２
５
０

基礎コンクリート

基礎砕石

Ｄ１３＠２００シングル（縦３本、横６本）

給水ポンプカバー

送風機

電磁弁カバー

処理水循環用電磁弁

（ＳＵＳ製）

Ｄ１３＠２００シングル（縦１１本、横６本）

排気管

φ７５

電磁弁カバー

給水ポンプカバー

防振継手

仕切弁

ＶＰ４０

１００２１５０１００

２３５０

１
０
０

５１０

ＶＰ４０
基礎コンクリート

基礎砕石

Ａ－Ａ　断　面　図

ＨＩＶＰ４０

ＨＩＶＰ３０
ＨＩＶＰ３０

（ＳＵＳ製）

２
５
０

１０００

１２００

３
５
０

１
０
０

１
０
０

１００ １００

６０ ８８０ ６０

Ｂ－Ｂ　断　面　図

Ｄ１３＠２００シングル（縦１１本、横６本）

Ｍ－１０

消毒・貯留槽 設備詳細図（給水ポンプ、送風機、電気制御盤、電磁弁）
Ｓ＝１／５０（Ａ１）
Ｓ＝１／１００（Ａ３）

Ｓ＝１／２０（Ａ１）
Ｓ＝１／４０（Ａ３）

沖縄奄美自然環境事務所

竹富島博物展示施設排水設備等長寿命化改修工事

令和６年度（繰越）西表石垣国立公園

Ａ３：１／１００　１／４０

Ａ１：１／５０　１／２０

７００×７００

７００×１２００

１５００Ｋ

１５００Ｋ

３０－４００．１２０ ０．４０

６．５７９　ｍ
３

１
５
０

１
０
０

１
９
４

洗浄水用配管ＨＩＶＰ３０

３
０
０
８
７
０
３
０
０

１
４
７
０



タテ、ヨコＤ１０＠２００シングル 遮水シート

架台

ＶＵ７５

Ａ

通水装置

（１～４㎜）

多孔質ケイ酸カルシウムろ材
標準土壌

ＶＵ７５

（消毒槽へ）
Ａ

通水装置

中央：通水管

両端：送気管

Ｂ

Ｂ

※集水管の清掃

遮水シート

清掃口φ１００

点検口φ１００

エアー確認点検口

砂利（砕石）

透水繊維シート

架台

分水マス

上部土壌

上部土壌

不織布

ＶＵ６５

（５～８㎜）

多孔質ケイ酸カルシウムろ材

（１～４㎜）

多孔質ケイ酸カルシウムろ材

土壌浸潤槽

オーバーフロー管ＶＰ５０

送水管ＶＰ５０

ＶＵ７５

仕上がり天端＋５０ｍｍ

点検口φ２００

送気配管ＶＰ４０

点検口φ１００

点検口φ２００

ａ

ｃ

□
６
４
０

点検口φ２００ φ
＝
２
０
０

４
５
５

配管接続後モルタル仕上げとする

配管接続後モルタル仕上げとする

５
０

φ
＝
２
０
０

１５０

９００

６
０
０

φ５０

１５０００

１２０ １５０００ １２０

１５２４０

９００

１０００ １３０００ １０００

１
２
０
１
０
０
０

２
０
０
０

１
０
０
０１
２
０

４
２
４
０

８
０
０５
３
０

集水管φ７５ 標準土壌砂利（砕石） 架台

多孔質ケイ酸カルシウムろ材

透水繊維シート

ＶＵ７５

１
６
０３
２
０１
６
０

１
１
０
４
２
０
１
１
０

６
４
０

６４０

Ｄ

Ｄ

５
２１０
１０
１８０
１０
２２０

５

砕石ｔ＝１００

上部コンクリートｔ＝１００

１
１
０
０

９
０
０

９００

７
１
０

７１０

流入管ＶＰ５０

ＶＵ７５

１１００

９００１
０
０
１
０
０
６
０
０

８
０
０

９００

６４０

１
０
０

１
０
０

２
５
０

３
５
０

（本体）

ゲート

１１００

９００

６４０

１１００

９００

１
０
０

１
０
０
６
０
０

８
０
０ ３
３
０

（本体）

送水管ＶＰ５０

オーバーフロー管ＶＰ５０

Ｃ Ｃ

１
５
０

５
０１
５
０

１
０
０３
０
０

４２４０

１００ ４６４０ １００

４８４０

公園名称

工事名称

図面名称

年月日

会社名

事務所名

縮
尺

照
査

設
計

設
計

照
査

西表石垣国立公園

図面番号 Ｍ－１１

沖縄奄美自然環境事務所

ａ部　流入部フランジ取付位置 ｂ部　流出部フランジ取付位置

Ｓ＝１／３０（Ａ１）
Ｓ＝１／６０（Ａ３）

ｃ部　送気管取り入れ口位置

Ｓ＝１／３０（Ａ１）
Ｓ＝１／６０（Ａ３）

分水マス平面図

Ｓ＝１／３０（Ａ１）
Ｓ＝１／６０（Ａ３）

Ｓ＝１／３０（Ａ１）
Ｓ＝１／６０（Ａ３）

Ｓ＝１／３０（Ａ１）
Ｓ＝１／６０（Ａ３）

分水マスＣ－Ｃ断面図 分水マスＤ－Ｄ断面図

Ｓ＝１／３０（Ａ１）
Ｓ＝１／６０（Ａ３）

Ｓ＝１／３０（Ａ１）
Ｓ＝１／６０（Ａ３）

土壌浸潤槽Ｂ－Ｂ断面図

分水マス・土壌浸潤槽　平面図

土壌浸潤槽・分水マス　　Ａ－Ａ断面図

Ｓ＝１／５０（Ａ１）
Ｓ＝１／１００（Ａ３）

Ｓ＝１／５０（Ａ１）
Ｓ＝１／１００（Ａ３）

ＶＵ６５

集水管φ７５

１
２
０
０

８
０
０

５
０

点検口φ１００

ｂ

１
：
０
．
５

１
５
０
５
０１
５
０

雨水浸透防止シート

５
０

遮水シート

通水管

送気管 送気管

通水桶 通水桶

ワリフ

多孔質ケイ酸カルシウムろ材

（５～８㎜）

（１～４㎜） 上部土壌

３
０

１２０ ４０００ １２０

土壌浸潤槽、分水マス詳細図

竹富島博物展示施設排水設備等長寿命化改修工事
令和６年度（繰越）西表石垣国立公園

Ａ１：１／５０　１／３０

Ａ３：１／１００　１／６０



公園名称

工事名称

図面名称

年月日

会社名

事務所名

縮
尺

照
査

設
計

設
計

照
査

西表石垣国立公園

図面番号

ＨＯＯＰ筋　Ｄ１０＠１００

主筋４－Ｄ１３

１－Ｄ１３
浮上防止アンカー

タテ、ヨコＤ１３＠２００ダブル

２
５
０

５
０

１
５
０４
５
０

３
０
２
０

２
５
７
０

（
か
さ
上
げ
　
３
０
０
ｍ
ｍ
）

２
３
２
０

２
５
０

１
０
０

記号 寸　法 数量 仕　様 材　質

開　口　部　仕　様

ａ

ｂ

特　記　事　項

ボルトロック仕様とする。

３）図中のＧ．Ｌは処理槽位置での仕上げレベルを示す。

３

１ 蓋：鋳鉄　枠：ＳＳ

蓋：鋳鉄　枠：ＳＳ

１）上部はＴ－２０荷重とする。

２）マンホールは鋳鉄。枠はＳＳ製

Ａ

Ｄ１３＠２００ダブル

（支柱ピッチ）

１１１０２３８０１１１０

４６００

４００１９００１９００４００

Ｂ

４
９
０

２
０
２
０

４
９
０

３
０
０
０

（
ア
ン
カ
ー
位
置
）

Ａ

Ｄ
１
３
＠
２
０
０
ダ
ブ
ル

←バンドアンカー

←槽本体

スラブ平面図

ｂ

２
５
０

２
５
０
０

２
５
０

７００

（支柱ピッチ）

（
支
柱
ピ
ッ
チ
）

←開口位置

中央

柱位置　Ｗ＝５００

４６００

７００

４００１９００１９００４００

主筋４－Ｄ１３

ＨＯＯＰ筋　Ｄ１０＠１００

５－Ｄ１３（上下共）

Ｄ１３＠２００ダブル

定着筋長さ　Ｌ＝４０Ｄ

６４０６４０

６
４
０

６
４
０

数回に分けて入念に突き固める。

・槽周辺を砂質土で埋め戻す。水締めもしくは

・スラブコンクリートの端部は面取りをすること。

・施工を行う場合は、現地高さ確認を行うこと。

・地下水位がある場合は別途検討を要する。

特　記　事　項

共　通　仕　様

捨てコンクリート強度　：ＦＣ＝１８Ｎ／ｍｍ

基礎コンクリート強度　：ＦＣ＝２１Ｎ／ｍｍ

Ｍ２０ボルトナット（首下５０ｍｍ）

５／８ターンバックル

Ｄ１３（現場加工）

特　記　事　項

平ワッシャー，スプリングワッシャー付

浮上防止バンドアンカー部分取付詳細図　

１
０
０

８０

２

２

定着長さ＝４０ｄ（コンクリートに入っている部分が５２０ｍｍ以上）

　　　　　：スラブ４０ｍｍ以上

使用鉄筋　　　　　　　　：ＳＤ－２９５Ａ

定着長サ　　　　　　　　：４０ｄ　（ｄハ鉄筋径）　

カブリ厚サ　　　　　　　：ベース６０ｍｍ以上

　　塗布すること。

１）浮上防止アンカー露出部は防錆塗装を２～３回

Ｄ１３＠２００ダブル外部補強柱φ２５０

１０５０ １２９０８６０

Ｄ１３＠２００ダブル

Ｄ１３＠２００ダブル

外部補強柱φ２５０

Ｄ１３　ダブル

ｂ ｂ
ａ

基礎砕石

スラブコンクリート

１：０．３ １：０．３

汚水流入側

１
０
０

一次処理槽

２
５
７
０
（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
槽
）

４６００×３０００（上部スラブコンクリート）

２
５
０

６３０×１１３０６３０×１１３０□６３０

浮上防止バンド

タテ、ヨコＤ１３＠２００ダブル

５００

６３０×１１３０

５
０２
５
０

１
５
０

５００

基礎コンクリート

捨てコンクリート

基礎砕石

４６００×３０００（基礎コンクリート）

４８００×３２００（捨てコンクリート、基礎砕石）

４８００×３２００（基礎砕石）

１：０．３ １：０．３

３２００×４８００

３０００×４６００

１
０
０２
５
０

２
５
７
０

３
０
２
０

２
５
０

５
０

１
５
０

嵩上げ３０㎝□６３０

３２００×４８６０

３０００×４６６０

５００ ５００

一次処理槽

φ２．０

１００１００

２
５
０

１
０
０

柱位置

５－Ｄ１３

柱位置

５－Ｄ１３

２
５
７
０

２
５
０

５
０

１
５
０

３
０
２
０

Ｄ１３＠２００ダブル

中央

（上下共） （上下共）

Ｄ１３＠２００ダブル巾止Ｄ１３＠１０００

ＨＯＯＰ筋　Ｄ１０＠１００

浮上防止アンカー
一次処理槽

φ２．０

基礎コンクリート

捨てコンクリート

基礎砕石

Ｂ

Ｍ－１２

沖縄奄美自然環境事務所

Ｓ＝１／５０（Ａ１）
Ｓ＝１／１００（Ａ３） Ｓ＝１／５０（Ａ１）

Ｓ＝１／１００（Ａ３）

Ｓ＝１／５０（Ａ１）
Ｓ＝１／１００（Ａ３）

Ｓ＝１／５０（Ａ１）
Ｓ＝１／１００（Ａ３）

Ｓ＝１／５０（Ａ１）
Ｓ＝１／１００（Ａ３）

Ｓ＝１／５０（Ａ１）
Ｓ＝１／１００（Ａ３）

Ｓ＝１／５０（Ａ１）
Ｓ＝１／１００（Ａ３）

ベース配筋図

Ａ－Ａ断面図

Ｂ－Ｂ断面図

定着筋　詳細図

スラブ配筋図

Ａ－Ａ　配筋断面図

Ｂ－Ｂ　配筋断面図

一次処理槽　詳細図

令和６年度（繰越）西表石垣国立公園
竹富島博物展示施設排水設備等長寿命化改修工事

Ａ３：１／１００

Ａ１：１／５０

７００×７００

７００×１２００

５０００Ｋ

５０００Ｋ

柱位置　Ｗ＝５００

５－Ｄ１３（上下共）



消毒・貯留槽

Ｄ
１
３
＠
２
０
０
ダ
ブ
ル

Ａ Ａ

１１１０１２８０１１１０

３５００

Ｂ

（
ア
ン
カ
ー
位
置
）

←バンドアンカー

←槽本体

Ｂ

Ｄ１３＠２００ダブル

２
４
０
０

公園名称

工事名称

図面名称

年月日

会社名

事務所名

縮
尺

照
査

設
計

設
計

照
査

西表石垣国立公園

図面番号

１１１０

２
６
０
０

ａ ２
４
０
０

１
５
０
０

１２８０

ｂ

３５００

１１１０

１
４
２
０

９２０ ９２０

９
２
０

Ｄ１０

１０００

（Ｄ１０）

（
Ｄ
１
０
）

（
Ｄ
１
０
）

□
１
０
０
０

１
９
４

２
０
１
２

１
９
４

２
５
７
０
（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
槽
）

２
９
７
０

２
５
２
０

１ ：０．３

５００

１
５
０ ５
０２
５
０

１：０．３

５
０２
５
０

１
５
０

５００

２
５
２
０
（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
槽
）

２
９
７
０

２
５
２
０

３７００

１００ ３５００

１：０．３

５００

１：０．３

５００

１００１００

５
０

嵩上げ３０㎝

５
０

２４００

２６００

コンクリート（２４－８－２０ＢＢ）

均しコンクリート（１８－８－４０ＢＢ）

砕石基礎（ＲＣ－４０）

１００

１
５
０ ５
０２
５
０

５
０

ＳＣ

１
５
０

１
０
０

７００ ２１００ ７００

１
９
４

２
０
１
２

１
９
４

１
０
０
６

１
０
０
６

１
５
０

１
０
０

１０００×１５００

１２００×１７００

１０００×１５００

１２００×１７００

１１３０×６３０

１５００×１０００

１７００×１２００

数回に分けて入念に突き固める。

・槽周辺を砂質土で埋め戻す。水締めもしくは

・スラブコンクリートの端部は面取りをすること。

・施工を行う場合は、現地高さ確認を行うこと。

・地下水位がある場合は別途検討を要する。

特　記　事　項

共　通　仕　様

捨てコンクリート強度　：ＦＣ＝１８Ｎ／ｍｍ

基礎コンクリート強度　：ＦＣ＝２１Ｎ／ｍｍ

Ｍ２０ボルトナット（首下５０ｍｍ）

５／８ターンバックル

Ｄ１３（現場加工）

特　記　事　項

平ワッシャー，スプリングワッシャー付

浮上防止バンドアンカー部分取付詳細図　

１
０
０

８０

２

２

定着長さ＝４０ｄ（コンクリートに入っている部分が５２０ｍｍ以上）

　　　　　：スラブ４０ｍｍ以上

使用鉄筋　　　　　　　　：ＳＤ－２９５Ａ

定着長サ　　　　　　　　：４０ｄ　（ｄハ鉄筋径）　

カブリ厚サ　　　　　　　：ベース６０ｍｍ以上

　　塗布すること。

１）浮上防止アンカー露出部は防錆塗装を２～３回

記号 寸　法 数量 仕　様 材　質

開　口　部　仕　様

ａ

ｂ

特　記　事　項

ボルトロック仕様とする。

３）図中のＧ．Ｌは処理槽位置での仕上げレベルを示す。

１

１

蓋：ＦＲＰ　枠：ＳＳ

１）上部は歩行者荷重とする。

２）マンホールはＦＲＰ製。枠はＳＳ製

Ｍ－１３

沖縄奄美自然環境事務所

Ｓ＝１／５０（Ａ１）
Ｓ＝１／１００（Ａ３）

Ｓ＝１／５０（Ａ１）
Ｓ＝１／１００（Ａ３）

Ｓ＝１／５０（Ａ１）
Ｓ＝１／１００（Ａ３）

Ｓ＝１／５０（Ａ１）
Ｓ＝１／１００（Ａ３）

上　部　平　面　図

Ｂ－Ｂ　断　面　図

ベース配筋図

Ａ－Ａ　断　面　図　

消毒貯留槽　詳細図

竹富島博物展示施設排水設備等長寿命化改修工事
令和６年度（繰越）西表石垣国立公園

Ａ３：１／１００

７００×７００

７００×１２００

１５００Ｋ

１５００Ｋ 蓋：ＦＲＰ　枠：ＳＳ

Ａ１：１／５０



▽ＧＬ＋５０

１
０
０７
５
０

５
０

１００ □９００ １００

□１１００

１
０
０

１００ □９００ １００

□１１００

１３０□６４０１３０

基礎コンクリート

基礎砕石

基礎コンクリート

基礎砕石

１０００ ２０００ １０００

４０００

φ＝２００ φ＝２００

５
０

５
０

１０００ ２０００ １０００

４０００

φ＝２００ φ＝２００

４
５
５

４
５
５

４
０
０
０
（
土
壌
浸
潤
槽
内
枠
）

４
２
４
０
（
土
壌
浸
潤
槽
外
枠
）

Ｂ

土壌浸潤槽 Ｂ

６０

１００

分水マス

流入側

ｃ

□
９
０
０

□
１
１
０
０

ａ

Ａ

１００

６０

８
０
０

▽ＧＬ＋５０

ａ

タテ、ヨコＤ１０＠２００シングル

特記事項）・使用する鉄筋はＳＤ－２９５Ａとし、定着長さ４０ｄ（ｄ＝鉄筋径）、被り厚さ６０ｍｍ以上とする。

基礎コンクリート

１２０

ｂ
１５５２０（Ｄ１０） ６０

１００

流出側

６
０

４
５
２
０
（
Ｄ
１
０
）

６
０

４
６
４
０
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

１
０
０

１
０
０

４
８
４
０
（
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
砕
石
基
礎
）

Ａ

１５５２０（Ｄ１０） ６０

１００

５
０

均しコンクリート

砕石基礎

ｂ

コンクリート

１２０

１５２４０（コンクリート枠外寸）

８
０
０

５
０

２００

１
２
０
０

５
０１
５
０

タテ７９本×ヨコ２４本　Ｄ１０＠２００シングル

１５６４０（基礎コンクリート）

１５８４０（捨てコンクリート、基礎砕石）

１５０００（コンクリート枠内寸）

１５６４０（基礎コンクリート）

１５８４０（捨てコンクリート、基礎砕石）

１２０ ４０００（土壌浸潤槽内枠） １２０

４２４０（土壌浸潤槽外枠）

４６４０１００ １００

４８４０

タテ、ヨコＤ１０＠２００シングル

１
５
０ ５
０１
５
０

基礎コンクリート

捨てコンクリート

基礎砕石

８
０
０

１
０
０

Ｓ＝１／５０（Ａ１）
Ｓ＝１／１００（Ａ３）

Ｓ＝１／５０（Ａ１）
Ｓ＝１／１００（Ａ３）

Ｓ＝１／３０（Ａ１）
Ｓ＝１／６０（Ａ３）

Ｓ＝１／３０（Ａ１）
Ｓ＝１／６０（Ａ３）

Ｓ＝１／３０（Ａ１）
Ｓ＝１／６０（Ａ３）

Ｓ＝１／３０（Ａ１）
Ｓ＝１／６０（Ａ３）

公園名称

工事名称

図面名称

年月日

会社名

事務所名

縮
尺

照
査

設
計

設
計

照
査

西表石垣国立公園

図面番号 Ｍ－１４

沖縄奄美自然環境事務所

土壌浸潤槽・分水マス基礎伏図　

Ａ－Ａ　断　面　図

分水マス断面図　

Ｂ－Ｂ　断　面　図

ａ部　流入部フランジ開口部　
ｂ部　流出部フランジ開口位置

１
：
０
．
５

土壌浸潤槽、分水マス　詳細図

竹富島博物展示施設排水設備等長寿命化改修工事
令和６年度（繰越）西表石垣国立公園

Ａ１：１／５０　１／３０

Ａ３：１／１００　１／６０

１
０
０

１
０
０
４
０
０

１
５
０５
０
８
５
０

８
０
０

１
５
０

１
５
０



ＳＶ⑦

ＰＢ１

Ｐ２

Ｐ１

①

⑨

ＣＶ２□－３Ｃ×２（ＦＥＰ３０）

ＣＶＶ１．２５□－６Ｃ（ＦＥＰ３０）

ＣＶＶ１．２５□－２Ｃ（ＦＥＰ３０）

ＣＶ２□－３Ｃ（ＰＦ２８）

⑥⑥ ⑤⑤

ＣＶ２□－３Ｃ（ＰＦ２８）

③

②

ＦＳ３

ＦＳ２
ＦＳ１

④
ＰＢ２

⑤

土壌浸潤槽

分水マス②

③

消毒・貯留槽④

制御盤

給水ポンプ

⑥

送風機１

送風機２

⑦

⑧

⑨

一次処理槽①

装　置

機器表

配線リスト

符　号 機器名称 容量ｋｗ 使用ケーブル，電線管

Ｄ種設置

送水ポンプ　№１

送水ポンプ　№２

給水ポンプ

フロートスイッチ

フロートスイッチ

電磁弁

電線管端末はコーキング処理を行うこと。

ケーブル間の接続部は十分な防水処理を行うこと。

槽内の支持金物は全てＳＵＳ３０４とする。

Ｐ３

⑧

ＣＶ２□－３Ｃ（ＰＦ２８）

送風機（送気用、排気用）

Ａ

ＵＶＷ－２

０．２５０．２５

ＫＷ ＫＷ

ＵＶＷ－１

Ｍ１ Ｍ２

ＵＶＷ－３

３０ｍＡ．ＡＬ

３２／１５Ａ

３Ｐ

ＥＬＢ－２

４９－２

５２－２

４９－１

５２－１

１

ＥＬＢ－１

３０ｍＡ．ＡＬ

３２／１５Ａ

３Ｐ

赤針付
５Ａ

ＷＬ

ＭＣＢ－０

３２／３０Ａ

３Ｐ

Ｆ１

Ｍ３

５２－３

３２／２０Ａ

ＥＬＢ－３

３Ｐ

ＫＷ

０．４

Ａ
２
赤針付
５Ａ

ＮＯ．２

送水ポンプ

ＮＯ．１

給水ポンプ

３０ｍＡ．ＡＬ

（交互並列運転）

×２

１φ３Ｗ　１００Ｖ　／　２００Ｖ　６０ＨＺ

Ｒ．Ｎ．Ｔ

中性線欠相保護

送風機

×２

ＵＶ－６

Ｍ６

ＫＷ

０．０２５

１００Ｖ

ＥＬＢ

２０ １ ２

５２５２
１ ２

５２
３

Ｏ
ＭＣＢ

１ ２
ＥＬＢ

３

６

３
ＥＬＢ

（２Ｐ）
６
ＭＣＢ

２２

ＣＮ

Ｔ
Ｒ１
Ｋ
Ｖ
Ａ

８

ＥＬＢ

（２Ｐ）
ＳＶ
ＭＣＢ

（２Ｐ）
０１

２１

ＮＦ

ＢＺ

４

ＰＢ

ＮＰ－０１

Ｆ

２１

５２

ＴＢ

２２

Ａ
Ｌ
１
Ｘ

Ａ
Ｌ
２
Ｘ

ＰＢ－Ｒ

外　形　図

８
ＦＸ３Ｇ－４０ＭＲ

ＥＬＢ

４

４

７００

２５０

２７２

６５０

中扉パネル詳細図

ＴＯＳ

ＷＬ ＯＬ

３１３０

本体板厚

扉板厚

塗装色外面

塗装色内面

屋外、屋内自立型（併用）

危険

感電の恐れあり
充電部に触るな

１
５
３
０

５
０
０

１００ ５００ １００

取付孔４－Φ１３

１
０
３
０

５Ｙ７／１　重耐塩塗装

５Ｙ７／１　重耐塩塗装

ＳＵＳ　１．５ｔ

ＳＵＳ　１．５ｔ

Ｒ Ｅ Ｕ
１

Ｖ
１

Ｅ Ｕ
２

Ｖ
２

ＥＵ
３

Ｖ
３

Ｔ Ｗ
３

Ｗ
１

Ｗ
２

Ｍ１ Ｍ２ Ｍ３

送水ポンプ 給水ポンプ
ＮＯ．１ ＮＯ．２

３

２

１

ＮＰ－０１

ＮＯ．２送水ポンプ

ＮＯ．１送水ポンプ

汚水処理制御盤

銘板表

給水ポンプ

Ａ１

７ ３

Ａ２

５２－６

３２／１５Ａ

２Ｐ

３０ｍＡ．ＡＬ

ＺＮＲ

サージアブソーバー

Ｒ１．Ｓ１

操作電源 シーケンサ電源

Ｒ２．Ｓ２

ＥＥ
ＮＦ

Ｅ

３２／１０Ａ

ＭＣＢ－０１

２Ｐ

２Ｐ

３２／１５Ａ

３０ｍＡ．ＡＬ

ＥＬＢ－ＳＶ

ＲＳＶ．ＳＳＶ

盤内
コンセント

２Ｐ

３２／５Ａ

ＭＣＢ－０２

ＣＯＮ

１００Ｖ
１００Ｖ

ＥＬＢ－４

３０

ＰＢ

３１

２０

２２

２１

電源

警報停止

一括警報

主幹

操作電源

送水ポンプ

送風機

ＰＢ－Ｒ 送水制限リセット

２３ コンセント電源

４

５

Ｎ

入力電源

２００／１００Ｖ
１φ３Ｗ

Ｆ
１
２

Ｆ
１
１

Ｆ
Ｃ

Ｂ
１

Ａ
１

Ｂ
２

Ａ
２

Ｆ
Ｃ

Ｅ

Ｍ６

送風機

消毒・貯留槽

Ａ

送水ポンプ槽

Ｌ Ｈ

Ｆ
１
３

Ｆ
Ｃ

Ｆ
Ｃ

Ｆ
２
１

Ｆ
２
２

フロート

ＳＶ

電磁弁

Ｓ
Ｖ
１

Ｓ
Ｓ
Ｖ

Ｆ
２
３

ＡＬ Ｍ

Ｕ
４

Ｖ
４

Ａ
３

Ａ
４

Ａ
５

Ａ
６

Ａ
７

Ａ
８

有電圧

外部警報

１００Ｖ

無電圧 無電圧

予備

無電圧１無電圧２

遠隔監視用

送水回数
遠隔監視用

送水異常

余剰水
放流用

電磁弁（余剰水放流用）

配線図
単線結線図

内部部品配置図

公園名称

工事名称

図面名称

年月日

会社名

事務所名

縮
尺

照
査

設
計

設
計

照
査

西表石垣国立公園

図面番号

電気図面

ＣＶＶ１．２５□－６Ｃ（ＦＥＰ３０）
ＦＳ６

ＦＳ５

ＦＳ４

余剰水放流用　電磁弁

１００Ｖ　／　２００Ｖ　電源

外部接続端子台

Ｍ－１５

沖縄奄美自然環境事務所

竹富島博物展示施設排水設備等長寿命化改修工事
令和６年度（繰越）西表石垣国立公園

０．２５　ｋｗ

０．２５　ｋｗ

０．４０　ｋｗ

０．０２５ｋｗ

ＣＶ２　－３Ｃ×２（ＦＥＰ３０）

ＣＶ２　－３Ｃ（ＰＦ２８）

ＣＶ２　－３Ｃ（ＰＦ２８）

ＣＶＶ１．２５　－６Ｃ　（ＦＥＰ３０）

ＣＶＶ１．２５　－６Ｃ　（ＦＥＰ３０）

ＣＶＶ１．２５　－２Ｃ　（ＦＥＰ３０）

ＰＢ１，ＰＢ２ ＰＢ（ＷＰ）　２００×１００　ＰＶＣ製

ＦＡ１ ＦＡ２

Ｐ１

Ｐ２

Ｐ３

ＦＳ１～３

Ｓｖ

ＦＳ４～６

ＩＶ２　（ＶＥ１６）


	01
	02
	03
	07
	08
	09
	10
	11
	12
	13
	14
	15



